
令和５年 10 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口 21,180 人 [753] (＋29 [＋  4])
　男 10,590 人 [301] (＋15 [＋  2])
　女 10,590 人 [452] (＋14 [＋  2])
世帯数 9,555 戸 [357] (＋12 [＋  2])

まちの動き 9 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

c o n t e n t s
02　昭和町ふるさとふれあい祭り
04　各種お知らせ（保育園等入園申し込み ほか）
08　まちのわだい
10　各種たより（教育昭和、環境経済通信 ほか）
20　暮らしの情報 / スポ少紹介 / 短歌 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか

お
い
し
い
季
節
の

　

は
じ
ま
り
で
す
。
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○ 日　時 10月８日（日）
　　　　　午前９時～午後4時 （雨天決行）

○ 場　所 押原公園「ゆめパーク昭和」
 　   （昭和町押越１５００‐１）

昭和町 ふるさとふるさとふれあい祭祭りり第3
2回

手をつなぎ  みんなでつくろう  輝く昭和
　５年ぶりに、町を挙げての一大イベント

「第 32 回 昭和町ふるさとふれあい祭り」を10 月 8 日（日）に開催します。
歌手の藤あや子さんをはじめ、地元にゆかりのあるミュージシャンを迎えてのコンサート

のほか、押原中学校吹奏楽部の演奏やお笑いステージ、子どもたちに人気のキャラクターショー、
動物のひろば、各種団体による模擬店など、楽しい催し物をご用意しています。

　爽やかな秋の一日、皆さまどうぞお誘いあわせてお越しください。

藤  
あ
や
子

いしいそうたろう田中アキラ

王様戦隊キングオージャー
ショー

（１回目）11:20 ～（２回目）15:20 ～
《ショーとサイン会》場所 : メインステージ

©テレビ朝日・東映 AG・東映

昭和町公式 LINE で
ふれあい祭りの情報を確認する
ことができます。
ぜひご登録ください！

吉田さんちの大道芸
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　※ 自転車でご来場の方は、「正法寺北駐輪場」または「押原中学校校庭駐輪場」に駐輪してください。
　※ 車両進入禁止区域は、自転車も進入禁止です。駐輪場への進入は、規制外道路からまたは下車して徒歩で通行してください。

駐車場配置図・交通規制

押原小学校

押原の杜

第一駐車場
（一般）

第二駐車場
（一般）

第二駐車場
（一般）

ふれあい祭り会場ふれあい祭り会場

第三駐車場
（一般）
第三駐車場
（一般）

役場

総合会館
温
水
プ
ー
ル

文化祭会場

総合体育館 正法寺正法寺

押越区
公会堂

田島輪店田島輪店

県
道
甲
府
市
川
三
郷
線

昭和押原公園
｢ゆめパーク昭和｣
押原公園
｢ゆめパーク昭和｣

喫煙所

天然芝
グラウンド

人工芝
グラウンド 中
央
自
動
車
道

安協本部安協本部

昭

和
バイ
パス

P

→

→
←

P

P

P

P

駐輪場
（自転車）
P

図書館図書館

第四駐車場
（障害者・一般）
第四駐車場

（障害者・一般）
押原中学校押原中学校→

←

→
←

→
←

→

→

←

←

シャトルバス進入路

喫煙所

障害者駐車場（清水会館駐車場）障害者駐車場（清水会館駐車場）
※市川三郷線からのみ入れます
※台数に限りがありますので（約１０台）
　満車の場合は第四駐車場へお願いします

昭和町
消防団

消防団本部消防団本部

安協
昭和支部

駐輪場
（自転車）
P

※正法寺側から
　のみ入れます。

プロム
ナード

シャトルバス
停留所

シャトルバス
停留所

交通規制の時間帯
午前8時30分～午後5時

車両進入禁止区域

第56回  昭和町文化祭
　昭和町文化協会では、昭和町ふるさとふれ
あい祭りの開催日を含む10月6日（金）夜か
ら9日（月・祝）までの４日間、総合会館を中
心に「第56回 昭和町文化祭」を開催します。
日にち　10月6日（金）～ 9日（月・祝）
場　所　総合会館および中央公民館
問い合わせ　生涯学習課（☎２７５‐８６４１）

昭和町 ふるさとふるさとふれあい祭祭りり

シャトルバスをご利用ください！
　お祭り会場付近へシャトルバスを運行します。会場
周辺の駐車場・駐輪場は限りがありますので、シャト
ルバスのご利用にご協力ください。

［運行ルート］　西条小学校　　　⇔　総合体育館
　　　　　　　常永小学校　　　⇔　総合体育館
　　　　　　　清水新居公民館　⇔　総合体育館
※各シャトルバスの発着時間は、パンフレット等をご確認
　ください。

注　
意

♦	

ペ
ッ
ト
同
伴
禁
止

　

	

＊
会
場
内
に
犬
猫
等
を
連
れ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

♦	

会
場
内
禁
煙

　

	

＊
喫
煙
は
指
定
の
喫
煙
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

♦	

自
転
車
進
入
禁
止

　

	

＊
自
転
車
は
指
定
の
駐
輪
場
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い
。

♦	

指
定
場
所
以
外
の
駐
車
禁
止

　

	

＊
近
隣
商
業
施
設
や
道
路
に
は
絶
対
に
駐
車
し
な
い

　

	　
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

  　
企
画
財
政
課　
（
☎
２
７
５ 

‐
８
１
５
４
）

メインステージ プログラム
時　　　間 催　　　　　　物

  9:00 ～   9:20 神輿練り歩き・昭螢睦・笑和太鼓
  9:30 ～ 10:00 開会式（オープニングセレモニー）
10:00 ～ 10:40 押原中学校吹奏楽部
10:40 ～ 11:10 お笑いステージ①  かがみもち（夫婦太神楽）
11:10 ～ 11:20 ミニコンサート  末木ひろこ
11:20 ～ 12:00 王様戦隊キングオージャー ショー（1 回目）
12:00 ～ 12:20 お笑いステージ②  いしいそうたろう
12:30 ～ 13:00 町民ふれあいオンステージ
13:00 ～ 13:40 大道芸  吉田さんちの大道芸

13:55 ～ 15:20
ふれあいコンサート
  1st  田中アキラ（13:55 ～）
  2nd 藤 あ や 子（14:20 ～）

15:20 ～ 16:00 王様戦隊キングオージャー ショー（２回目）
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令
和
６
年
度 

保
育
園
等
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

  

入
園
資
料
配
布
場
所

　
町
内
各
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
等
お
よ
び
子
育

て
支
援
課　
※
10
月
２
日（
月
）以
降
予
定

  

申
込
書
提
出
日

　
日 

時　
11
月
16
日（
木
）・
17
日（
金
）

	

正
午
～
午
後
６
時

　
　
　
　

※
時
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、

　
　
　
　
　

 

事
前
に
園
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
場 

所　
第
一
希
望
の
保
育
園
ま
た
は

	

認
定
こ
ど
も
園
等
（
下
表
参
照
）

　
※
町
外
園（
２・
３
号
）へ
の
申
し
込
み
を
希
望
す

る
方
は
、11
月
２
日（
木
）ま
で
に
子
育
て
支
援

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※	

認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
）
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
園
へ
入
園
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

事
務
手
続
き
に
関
す
る
ご
質
問
は
子
育
て
支
援
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

入
室
対
象
者

　
令
和
６
年
度
に
小
学
校
１
～
６
年
生

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

　
● 

ひ
と
り
親
就
労
家
庭

　
● 

両
親
就
労
家
庭

　
● 

日
中
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

  

申
込
み
期
間

　
１1
月
１
日（
水
）
～
１7
日（
金
）

  

申
込
書
の
提
出

　
申
込
書
等
の
提
出
は
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区
に

お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
）
へ
保
護
者
の

方
が
直
接
持
参
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  
申
込
書
の
入
手
方
法

　
10
月
２
日
（
月
）
以
降
、
通
学
（
予
定
）
小
学
校
区

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
児
童
館
）
で
配
布
し
ま
す
。

  

定　

  　
員

　
押
原
児
童
館　
　
　

 
60
名	（
押
原
小
学
校
区
）

　
西
条
児
童
館　
　
　

 
60
名	（
西
条
小
学
校
区
）

　
常
永
児
童
館　
　
　

 

160
名	（
常
永
小
学
校
区
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー　
　

 

40
名	（
西
条
小
学
校
区
で
清
水　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
居
に
お
住
ま
い
の
方
）

  

利　
用　
料    

  

２
０
０
０
円
／
月

  

預
か
り
時
間

　
平
日
は
小
学
校
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時
30
分

　
（
月
１
回
土
曜
日
預
か
り
有
）

※	

夏
休
み
等
の
小
学
校
休
校
時
の
平
日
は
、
午
前
８
時

か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

※	

夏
休
み
中
の
土
曜
日
は
休
館
。
夏
休
み
の
み
の
利
用

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

  

問
い
合
わ
せ

押
原
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

西
条
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

常
永
児
童
館	

（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

児
童
セ
ン
タ
ー	

（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

子
育
て
支
援
課	

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
） 

※	

利
用
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
児
童
館
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
護
者
が
日
中
に
就
労
や
疾
病
の
た
め
留
守
を
し
て
い
る
家
庭
の
児
童
（
小
学
生
）

を
対
象
に
、
放
課
後
や
夏
休
み
中
の
児
童
の
預
か
り
を
行
う
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
の
利
用
児
童
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
入
室
を
希
望

さ
れ
る
方
（
現
在
入
室
の
方
含
む
）
は
左
記
申
込
み
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度 

昭
和
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
募
集
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３
号
）
等
へ
の
入
園
を

希
望
す
る
お
子
様
の
申
込
手
続
き
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
園
資
料
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
園
の
概
要
や

見
学
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
各
園
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認定こども園

押原こども園 昭和町押越 84 （☎ 275-6878）
ふるるこども園 昭和町築地新居 2289-5 （☎ 298-4130）
昭和こども園 昭和町西条 4185-2 （☎ 275-4252）
富士桜学院 昭和町押越 766 （☎ 240-7722）
げんき夢こども園 昭和町河東中島 748-2 （☎ 268-5577）

保育園
常永保育園 昭和町河西 743-1 （☎ 275-6464）
上河東保育園 昭和町河西 1608-1 （☎ 275-3588）
第二上河東保育園 昭和町上河東 521 （☎ 275-3846）

小規模保育 押原きっず 昭和町押越 22-1 （☎ 288-0030）
昭和コティ保育園 昭和町西条 2264-1 （☎ 215-7918）
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満 88 歳のみなさん 昭和9年9月16日～昭和10年9月15日生まれの方、敬称略・地区別50音順、年齢基準日　令和5年9月15日

問い合わせ　　福祉介護課　長寿社会係（☎２７５‐８７８４）

 　満 88 歳の米寿を迎えられた方々へ、町からの米寿祝いとして、米寿祝金、記念品、
町内児童からの手紙が贈られました。皆さまの一層のご長寿をお祈りいたします。
　米寿を迎えられた皆さんは、次のとおりです。
　なお、町では満 100 歳、99 歳、77 歳の方へも敬老祝金を贈呈しています。

西
条
一
区

秋
山　

仁
美

天
野　

久
子

小
俣　

竹
子

加
々
美
陽
子

小
宮
山
道
子

佐
久
間　

代　

髙
松　

富
男

長
澤　

久
志

堀
之
内　

淑

向
山　
　

子

依
田
伊
久
江

西
条
二
区

厚
見　

貞
夫

石
井　

智
久

石
川
よ
し
じ

内
海　

君
榮

小
田
切　

章

加
賀
美
絹
枝

佐
藤　

和
男

清
水　

房
子

中
西　

敏
子

馬
場　

脩
三

保
坂　

冬
子

武
藤　

君
江

矢
崎　

昭
三

横
山　

善
則

清
水
新
居

五
味　

精
子

田
中　

正
徹

塚
原　
　

要

保
坂　

一
衞

保
坂　
　

弘

西
条
新
田

昆　
　

守
男

押

越

海
野　

節
子

清
水
ふ
み
江

依
田　

松
子

河
東
中
島

浅
川　

暎
子

飯
野　

初
子

石
原　

和
義

大
村　

信
義

荻
野
智
惠
子

戸
倉　

育
子

長
澤
な
み
子

三
神　

秋
子

山
下　

讓
二

紙
漉
阿
原

石
原　

和
子

勝
野　

令
晴

小
池
勢
津
子

藤
澤　

春
枝

築
地
新
居

河
田　

久
男

小
林　

榮
子

鈴
木
ま
す
よ

鈴
木　
　

男

中
川　

利
夫

渡
邉　

信
枝

飯

喰

鷹
野　

忠
利

山
本
ひ
ろ
子

河

西

石
原
智
惠
子

今
村　

一
秀

今
村　

里
子

志
村　

美
子

樋
口　

京
子

上
河
東

石
川
五
十
鈴

大
木
ヱ
チ
子

小
野
惠
美
子

金
丸　

敏
子

長
倉　
　

肇

保
坂
富
美
子

覀

●
支
給
対
象
児
童

平
成
17
年
４
月
２
日
（
障
害
児
の
場
合
は
平
成
15

年
４
月
２
日
）
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

出
生
し
た
児
童

●
支
給
の
対
象
と
な
る
方

次
の
①
＋
②
、
①
＋
③
に
該
当
す
る
方

① 

令
和
５
年
６
月
１
日
（
基
準
日
）
時
点
で
、
昭
和

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
国
及
び
県
の

令
和
５
年
度
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
事

② 

支
給
対
象
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
で
令
和
４
年

度
、
又
は
令
和
５
年
度
の
住
民
税
が
均
等
割
の
み

課
税
の
方

※
子
育
て
世
帯
に
お
い
て
所
得
割
課
税
が
あ
る
方
が

い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③ 

支
給
対
象
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
で
令
和
５
年

１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
急
変
し
住
民
税
が
均
等

割
課
税
世
帯
相
当
の
収
入
額
と
な
っ
た
方

※ 

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

の
み
で
、
自
己
都
合
（
依
願
退
職
、
病
気
、
ケ
ガ

な
ど
）
に
よ
る
収
入
減
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

令
和
４
年
１
月
１
日
、
又
は
令
和
５
年
１
月
１
日

時
点
で
昭
和
町
に
住
民
登
録
が
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
課
税
状
況
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

給
付
金
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育
て

支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際
に

は
課
税
状
況
が
分
か
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、
課

税
証
明
書
な
ど
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※ 

確
定
申
告
等
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年

度
の
住
民
税
課
税
が
均
等
割
の
み
課
税
（
非
課
税

を
含
む
）
と
な
っ
た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

●
支
給
手
続
き

①
＋
②
の
方
は
申
請
不
要

①
＋
③
の
方
、ま
た
、15
歳
以
上
（
中
学
生
は
除
く
）

の
児
童
の
み
の
世
帯
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

申
請
書
並
び
に
申
請
書
類
は
子
育
て
支
援
課
に
直

接
、
又
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

様
式
等
に
つ
い
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※ 

住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
申
請
及

び
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
31
日
（
役
場
必
着
）

●
支
給
方
法

申
請
不
要
に
該
当
す
る
方
に
は
原
則
、
児
童
手
当

の
口
座
へ
９
月
下
旬
に
振
込
み
い
た
し
ま
し
た
。

申
請
を
要
す
る
方
は
、
申
請
の
審
査
後
、
順
次
指

定
の
口
座
へ
振
込
い
た
し
ま
す
。

●
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
６
７-

５
２
５
５
）

　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
国

及
び
県
の
給
付
金
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ

の
影
響
を
特
に
受
け
た
準
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
を
見
舞
う
観
点
か
ら
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

昭
和
町
準
低
所
得
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
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バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
独
奏
な
ど
、
様
々

な
形
態
に
よ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

11
月
3
日
（
金
・
祝
）
午
後
７
時 

開
演

　
　
　
　
　
（
開
場 

午
後
６
時
30
分
）

場　

所　
　

押
原
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル 

申　

込　
　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
事

　
　
　
　
　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

50
名　

※
先
着
順

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
小

中
学
校
の
音
楽
鑑
賞
教
室
に
招
く
世
界
的
な
音
楽
家

た
ち
の
名
演
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
を
対
象
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
で
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
放
送
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ツ
ィ

ア
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
、
九
州
交

響
楽
団
の
首
席
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
タ
ラ
ス
・
デ
ム

チ
シ
ン
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
神
戸
主
宰
で
フ
ル
ー
ト
奏
者
で
あ
る
矢
野
正
浩
氏
、

そ
し
て
、
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ル
チ
ア
ー
ニ
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
最
高
位
を
受
賞
す
る
な
ど
、
県
内
外

で
活
躍
す
る
山
梨
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
林
侑

奈
氏
を
迎
え
て
の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

　

世
界
的
な
奏
者
た
ち
に
よ
る
芸
術
性
の
高
い
音
楽

を
昭
和
町
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　

音
楽
会
を
通
し
て
心
豊
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。 

○
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

　
　室

内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
～
日
本
と
海
外
の

　
　
　
　
　
　
世ヴ

ィ

ル

ト

ゥ

オ

ー

ソ

界
的
名
演
奏
家
を
迎
え
て
～

昭
和
町

ピアノ

小林 侑奈（山梨市出身）
Yuna Kobayashi 

フルート
矢野 正浩
Tadahiro Yano

ヴァイオリン
ベンジャミン・
　ツィアフォーゲル
Benjamin Ziervogel 

クラリネット
タラス・デムチシン
Taras Demchyshyn 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
（
☎
2
7
5-

１
４
０
０
）

　
　
　
　
　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

木彫作家　岡本 直浩 美術家　志村 陽子 石彫作家　佐藤 正和重孝 画家　横井 まい子

美術家　齊藤 翔 画家　丸山 真未 

昭
和
町
杉
浦
醫
院
芸
術
祭 

現
代
ア
ー
ト

　

昭
和
町
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

『
地
方
病
』。
そ
の
地
方
病
終
息
宣
言
か
ら
25
年

余
り
が
経
過
し
、『
地
方
病
』
と
い
う
病
は
も
と

よ
り
、
そ
の
言
葉
さ
え
聞
く
機
会
が
減
っ
て
い

ま
す
。
地
方
病
の
病
の
撲
滅
に
立
ち
向
か
っ
た

「
杉
浦
建
造
・
三
郎
親
子
」。
ま
た
、
そ
の
病
と

関
係
が
深
い
「
源
氏
ホ
タ
ル
」
の
歴
史
に
つ
い

て
伝
え
る
国
の
登
録
有
形
文
化
財
「
昭
和
町
風

土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院
」。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
町
杉
浦
醫
院
芸
術

祭
と
し
て
、
絵
画
・
彫
刻
・
空
間
芸
術
を
手
掛

け
る
現
代
ア
ー
ト
作
家
の
方
々
の
作
品
を
展
示

し
、
現
代
ア
ー
ト
作
品
の
特
別
展
『
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

×
杉
浦
醫
院
』
を
開
催
し
ま
す
。 

　

歴
史
あ
る
杉
浦
醫
院
と
、
現
代
ア
ー
ト
の
作

品
の
融
合
か
ら
先
人
が
守
っ
て
き
た
歴
史
を
改

め
て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
杉
浦
醫
院
の
価

値
を
知
り
、
後
世
へ
伝
え
、
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

日　
時　
　

10
月
22
日
（
日
）
～
11
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
［
休
館
日　

土
曜
日
祝
日
］

場　
所　
　

昭
和
町
風
土
伝
承
館　

杉
浦
醫
院

入
館
料　
　

大
学
生
・
一
般
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
校
生
１
０
０
円

杉浦醫院
ホームぺージへ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
×
杉
浦
醫
院

～
文
化
財
と
現
代
ア
ー
ト
で
伝
え
た
い 

地
方
病
終
息
に
至
る
先
人
の
足
跡
～  
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昭
和
町
教
育
委
員
会
主
催
「
鳥
と
舟
」
演
劇
公
演

き
み
は 
愛
を 

忘
れ
て
い
る

日
時　

11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
【
開
場
】
午
後
６
時

　
　
　
【
開
演
】
午
後
７
時
～ 

場
所　

昭
和
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
押
越

　
　
　

４
９
５
‐
２
）

※
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐

車
場
も
し
く
は
町
立
図
書
館
北

側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
員　

2
0
0
名
【
入
場
無
料
】

申
込　

鑑
賞
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

　
　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
『
地
方
病
』
は
実
際
に
あ
っ
た
病
気
で
す
。

　

正
式
名
称
は
『
日
本
住
血
吸
虫
症
』。

　

昭
和
町
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
病

の
歴
史
で
す
。

　

今
は
、日
常
で
聞
く
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
途
方
も
な
く
長
い
た
た

か
い
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
た
た

か
っ
て
き
た
の
か
。
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
『
地
方
病
』
を
取
り
上
げ
、

本
町
で
取
材
を
続
け
て
き
た
劇
団
『
鳥
と
舟
』
の

皆
さ
ま
の
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

病
気
と
１
１
５
年
に
わ
た
っ
て
た
た
か
っ
た

人
々
の
生
き
ざ
ま
を
描
い
た
魂
の
舞
台
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
鳥
と
舟
】
2
0
1
9
年
に
結
成
し
た
東
京

で
活
動
す
る
劇
団
。
2
0
2
1
年
に
池
袋
演

劇
祭
で
上
演
し
た
二
部
作
「
一
本
の
槍
・
河

原
の
石
」
に
お
い
て
不
治
の
病
〝
地
方
病
”

を
取
り
上
げ
病
気
と
た
た
か
っ
た
人
々
を
描

き
好
評
を
博
し
た
。
特
に
「
一
本
の
槍
」
は

《
2
0
2
2
年
度
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

公
演
事
業
》の
第
１
弾
実
施
作
品
に
選
ば
れ
、

青
森
県
の
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

の
共
催
で
上
演
。
今
回
、
念
願
の
昭
和
町
で

の
上
演
と
な
る
。「
一
本
の
槍
」
を
大
き
く

改
変
。
体
育
館
と
い
う
舞
台
で
、
幅
広
い
年

代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
趣
向

を
凝
ら
し
た
。
こ
の
物
語
が
誰
か
の
心
を
照

ら
す
灯
台
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５ - 
８
６
４
１
） 

　

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
が
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
支
え
合
い
」
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
、
昭
和
町
に
ど
の
よ

う
な
「
支
え
合
い
」
が
あ
る
と
よ
い
か
、
ま
た
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開　
催　
日　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

時　
　
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
30
分
）

場　
　
所　
昭
和
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
押
原
中
学
校
体
育
館 

押
越
４
９
５

－

２
）

※
駐
車
場
は
昭
和
町
総
合
会
館
駐
車
場
も
し
く
は
町
立
図
書
館
北
側
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定　
　
員　
２
０
０
名
程
度

対　
　
象　
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
興
味
の

　
　
　
　
　

あ
る
方

持　
ち　
物　
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
等
）

申
込
方
法　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

　
　
　
　
　

み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
11
月
10
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
７
５

－

０
６
４
０
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

①「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　
　
【
講
師
】
山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科　
准
教
授　
高
木
寛
之
氏

② 

昭
和
町
の
支
え
合
い
活
動
紹
介

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
～ 

支
え
合
い
つ
な
が
ろ
う　
明
る
い
未
来
へ 

～
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まち の わだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

　８月27日（日）、昭和町総合防災訓練が行われました。
各地区や消防団から被害状況の報告などの情報伝達訓練
のほか、大地震発災時を想定した各種訓練が行われまし
た。地区が主催する防災訓練では、対策本部の設置や区民
の安否確認、備蓄品の確認や消防団による消火栓や消火
器を使った消火訓練などが行われ、いざという時の対処
方法や備えについて確認が行われていました。

“ も し も ”に 備 え て
昭 和 町 総 合 防 災 訓 練

　９月９日（土）、役場正面玄関にて「人と環境すっきりし
ょうわ」と環境経済課による廃食油回収が行われました。
各家庭から天ぷらなどで使用した油や使用期限切れの油
が持ち込まれました。これらの廃食油はディーゼル車両
のバイオディーゼル燃料に再資源化されます。
　皆さんも身近なSDGsの取組のひとつとして参加して
みてはいかがでしょうか。

廃 食 油 活 用 で SDGs
廃 食 油 回 収 キ ャ ラ バ ン

第50回
昭和町クラブ対抗野球大会

優　勝 河西ＦＦＣ
準優勝 上河東二区
第３位 山梨中央銀行・スリーエスクラブ

　8月に「第50回昭和町クラブ対抗野球大会」が常永小学校
グラウンドで開催されました。地区や町内企業など、計5チ
ームが参加し、8月24日（木）に決勝戦が行われた結果「河西
ＦＦＣ」が優勝を果たしました。結果は次のとおりです。

河西 FFC の皆さん 広報しょうわ　令和 5 年 10 月号   8



▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：10月18日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（完全予約制）
　日時：10月14日（土）・28日（土）
　　　　午後１時30分～４時
　場所：総合会館2階
　　　　昭和町結婚相談所
　（昭和町結婚相談所

 ☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：10月13日（金）・27日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　 （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：10月20日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　山梨県では毎年、県・市町村・防災関係機関により地震発生後
の災害応急対策から復旧対策までの一連の総合的な防災訓練を実
施しております。
　令和５年度は「昭和町」との共催により実施することになりま
した。

山梨県地震防災訓練

日時  11月26日（日）
　　  午前8時30分～正午

場所  押原中学校グラウンド
　　　　　　　　　　　（昭和町押越542-1）

【ボランティア活動内容】
　各種訓練の運営補助
　（例）避難者役、炊出しのお手伝い、避難者の補助など

運営ボランティアを募集します！

申し込み・問い合わせ　企画財政課（☎２７５‐８１５４）

町からのお知らせ

（公
財
）
山
梨
県
市
町
村
振
興
協
会

防災訓練
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常
永
小
学
校

　

常
永
小
学
校
で
は
７
月
４
日
に
、

児
童
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ム
集
会
、

「
常
永
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
縦
割
り
班
に
よ
る

異
年
齢
集
団
で
の
活
動
で
す
。
上
級

生
か
ら
下

級
生
ま
で

で
構
成
さ

れ
た
縦
割

り
班
を
単

位
と
し
て

ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま

し
た
。

　

児
童
会
も
久
し
ぶ
り
の
全
校
で
の

活
動
と
い
う
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歌
、
劇
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
、
く

す
玉
、
選
手
宣
誓
な
ど
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
全
校
に
呼
び
か
け
て
行
っ

た
企
画
が
大
成
功
で
し
た
。

　

二
学
期
の
始
業
式
は
体
育
館
で
行

い
ま
し
た
。
開
始
時
刻
の
５
分
前
に

は
ど
の
学
級
の
児
童
も
静
か
に
整
列

 

７
月
19
日
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
m
o
r
i
t
o
m
i
r
a
i
（
モ

リ
ト
ミ
ラ
イ
）」
の
体
験
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
行
い
、
森
林
に

関
心
を
持
ち
、
持
続
的
な
活
用
に
必

要
な
行
動
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
こ
れ
か
ら

の
森
林
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
と
良
い
か
意
識
付
け
る
た
め
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
言
え
ま
す
。
先
ず
役

割
を
決
め
ま
す
が
、「
山
を
持
っ
て

い
る
人
」「
木
材
を
加
工
す
る
人
」「
販

売
会
社
の
社
員
」
等
々
、
10
の
役
割

が
割
り
振
ら
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
か
ら
森
林
の
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
す
。
そ
し
て
、「
仕
事
カ
ー
ド
」

「
生
活
カ
ー
ド
」
を
使
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
与
え

ら
れ
た
目
標

を
達
成
す
る

た
め
に
作
戦

を
練
り
ゲ
ー

ム
を
進
め
ま

す
。
最
初
は
、

し
、
座
っ
て
い
ま
し
た
。
常
永
小
の

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
成
長
ぶ

り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、
二
学
期
を
楽

し
く
が
ん
ば
る
こ
と
、
落
ち
着
い
て

過
ご
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
長
い
二
学
期
な
の
で
目
標
を

決
め
て
成
長
し
て
ほ
し
い
こ
と
の
３

点
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
２
・
４
・
６
年
の
児
童

代
表
が
夏
休
み
の
思
い
出
と
、
二
学

期
へ
の
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
い
思
い
出
と
、
二
学

期
へ
の
期
待
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

熱
中
症
対
策
を
行
い
つ
つ
、
最
も

長
い
80
日
間
の
二
学
期
が
実
り
多
き

も
の
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

10
の
役
割
が
別
々
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ

と
思
っ
て
い
た
児
童
も
、
回
数
を
こ

な
す
中
で
、
10
の
役
割
が
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
全
体
の
目

標
が
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
に
気
が
つ

い
て
い
き
ま
す
。
森
林
を
持
続
的
に

活
用
し
て
い
く
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
々
が
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
社

会
の
仕
組
み
を
学
び
、
最
後
に
は
み

ん
な
で
森
林
を
守
っ
て
い
る
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
芸
術
鑑
賞
教
室
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
前
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
堀 

俊
輔

先
生
が
来
校
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
ず

校
歌
に
つ
い
て
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
堀
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
ま

る
で
魔
法
の
よ
う
で
、
児
童
の
歌
声

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
テ

キ
ー
ラ
」
と
い
う
楽
曲
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
合
わ
せ
る
た
め
に
練
習
し
ま

し
た
。
児
童
は
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
「
テ
キ
ー
ラ
」
と
叫
び
、
と

て
も
ノ
リ
ノ
リ
で
し
た
。

 

常
永
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

 

森
林
に
つ
い
て
考
え
る

 

芸
術
鑑
賞
教
室

 

事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

二
学
期
始
業
式

西
条
小
学
校

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.293　 令和 5 年 10 月号
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◎
7
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
8
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
7
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
夏
季
休
業
中
の
生
徒
指
導
に
つい
て

•
教
育
委
員
の
異
動
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類

移
行
と
今
後
の
学
校
及
び
生
涯
学

習
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
行
事
に
つい
て

•
コ
ロ
ナ
禍
の
児
童
生
徒
及
び
家
庭

の
実
態
把
握
に
つい
て（
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
含
む
）

•
不
登
校
対
策
と
対
応
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
に
つい
て

•
中
巨
摩
地
区
教
科
用
図
書
採
択

協
議
会
と
採
択
事
務
に
つい
て

•
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
い
ろ
教

室
」の
今
後
に
つい
て

•
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
の
活
用
方

法
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

教
育
委
員
会

　

今
年
の
夏
も
、
日
本
各
地
で
大
雨

や
台
風
に
よ
る
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
異
常
と

も
い
え
る
暑
さ
、
水
不
足
が
心
配
さ

れ
る
地
域
が
あ
る
一
方
、
大
雨
に
よ

る
被
害
な
ど
、
自
然
の
力
の
大
き

さ
を
考
え
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
押
原

小
学
校
で
は
、
４
年

生
の
総
合
的
な
学
習

の
発
展
と
し
て
、
夏

休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
週
末
に
「
防

災
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
防
災
危
機
管
理
課
、

町
企
画
財
政
課
の
協
力
を
得
て
、
昭

和
町
で
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
に
つ

い
て
学
び
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
防
災
ブ
レ
ー

メ
ン
」
に
よ
る
ト
イ
レ
の
学
習
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
災
害
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
１
７
１
番
の
使

い
方
な
ど
４
つ
の
講

座
を
設
定
し
、
地
域

の
方
や
、
４
年
生
児

童
の
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
も
参
加
い
た
だ

　

今
年
度
も
３
年
生
に
と
っ
て
は
部

活
動
の
集
大
成
の
大
会
と
な
る
県
総

合
体
育
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
押
原
中
生
徒
の
活

躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
団
体
と
し
て
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
３

位
、
男
子
卓
球
部
、
女
子
卓
球
部
が

２
位
、
吹
奏
楽
部
が
金
賞
と
な
り
ま

し
た
。
男
子
卓
球
部
、女
子
卓
球
部
、

吹
奏
楽
部
は
、
県
の
代
表
と
し
て
関

東
大
会
や
西
関
東
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
ま
た
、個
人
と
し
て
も
陸
上
、

水
泳
、
男
子
卓
球
、
女
子
卓
球
の
選

手
が
関
東
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
陸
上
部
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
の
選
手
た
ち
は
愛
媛
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
培
っ
た
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
な
ど

を
胸
に
、
今
後

も
押
原
中
学
校

の
生
徒
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て

生
活
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　

８
月
27
日
、
地
区
別
協
働
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
働
防
災
訓

練
で
は
、
地
域
の
方
々
と
中
学
生
が

協
力
し
て
消
火
訓
練
や
救
護
訓
練
、

テ
ン
ト
設
営
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備

え
て
、
地
域
の

方
々
と
情
報
共

有
、
意
思
疎
通

が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

２
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
危
険
箇
所

な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
回

の
地
区
別
協
働
防
災
訓
練
の
中
で
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
か
ら
は

「
防
災
に
対
し
て

改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
の

ご
意
見
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
は
、
学
年
親
子
レ
ク
の
お
楽
し

み
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
に
は
、

子
ど
も
だ
け
で
学
校
に
泊
ま
る
と
い

う
体
験
も
で
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
も
と
に
、
防

災
に
備
え
る
た
め

の
手
引
き
を
学
習

の
ま
と
め
と
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
ら
、

御
案
内
し
ま
す
の
で
、
手
に
取
っ
て

生
活
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
の
発
祥
は
、
明
治
５
年
の
学

制
発
布
に
遡
り
ま
す
。
明
治
17
年
押

原
尋
常
小
学
校
創
立
か
ら
今
年
度
、

１
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
節
目
の
年
、
５
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
る
「
第
32
回
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
へ
の
参
加
、「
第
２

回
押
原
地
区
ふ
る
さ
と
探
検
」
を
予

定
す
る
な
ど
実
り
の
秋
を
迎
え
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は
、
各
学
年

工
夫
し
た
お
店
の
出
店
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
お
店
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 「
防
災
教
室
」を
実
施

 

大
活
躍
！
総
合
体
育
大
会

 

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に

実
り
の
秋
・
地
域
と
共
に
…

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校
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◦ギターの調べ 
　クラシックギターの音色を聴きな
がら、館内で癒やしのひとときをお
楽しみください。
日 時　10月14日（土） 午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸氏
申 込　不要

◦0,1,2歳児のおはなし会 
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日 時　10月19日（木） 午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月1日（日） 午前10時～

◦おはなし会 
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日 時　11月4日（土） 午前11時～
対 象　幼児～小学生低学年
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月10日（火）午前10時～

◦秋のおはなし会 
　楽しいおはなしや絵本の読み聞か
せなど、いろどり豊かな秋のおはな
し会です。工作のお土産もあります
のでぜひご参加ください。
日 時　10月21日（土） 午後2時～
対 象　幼児～小学生
定 員　20名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　10月1日（日） 午前10時～

◦ふくらすずめ第11回
　朗読会「陽だまりカフェ」 
　「朗読サークル ふくらすずめ」の
第 11 回朗読会です。どうぞお気軽
にお申し込みください。
日 時　11月12日（日）午後1時30分～
　　　　（開場1時15分）
定 員　20名
場 所　図書館・視聴覚室
出 演　昭和町朗読サークル・
　　　　ふくらすずめ
申 込　10月10日（火）午前10時～

◦ボランティアのための
　読み聞かせ講座 

　山梨県立図書館子ども読書支援センター
の小林和美氏と株式会社童心社による、 
読み聞かせの基本講座です。
日 時　第1回『おはなし会で使える
　　　　　　　   手遊び・わらべうた』
　　　　　 11月4日（土） 午後2時～

　第2回『紙芝居の基本』
　　　　　 11月18日（土） 午後2時～
対 象　読み聞かせボランティアをやって
　　　    みたい方、絵本の読み聞かせに関わ
　　　　 りのある方など
定 員　20名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　10月10日（火） 午前10時～

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.161

 

『  どんなかお？ 』 『へそまがりの魔女』 『  最後の語り部 』

べかたろう／作
KADOKAWA

安藤みきえ／文
牧野千穂／絵

アリス館

ドナ・バーバ・ヒグエラ／著
杉田七重／訳

　　　　　　　　 東京創元社

　食べ物にはみんな顔がある！
りんごの顔はどんな顔？バナナ
は？にっこり、びっくり、あっ
ぷっぷ！実写ならではの野菜や
果物の個性豊かな表情に、思わ
ず食べ物が愛おしくなる 1 冊で
す。

　暗い森に住む、年老いた呪い
の魔女のもとに、ひとりの娘が
やってきます。人嫌いの魔女で
したが、相棒のねずみのはから
いで、しぶしぶ一緒に暮らすこ
とに。呪う事しか許されない魔
女と優しさを知らない少女の心
温まる物語です。

　2061 年、新天地を目指して家
族とともに恒星植民地に乗り込
んだ少女べトラが、380 年後に人
口冬眠から目覚めると船内では
革命が起きていて…。ぺトラは
地球での物語を武器に暗黒社会
に挑んでゆきます。

◦10月の休館日
  2日（月）、8日（日）、9日（月）、
16日（月）、23日（月）、30日

（月）、31日（火・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.185

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※10月の粗大ごみの日は、10月23日（月）になります。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を
お
持
ち
の
方
で
、
具
体
的
な
農
地
転
用
に
係
る

事
業
計
画
が
あ
る
方
の
、「
農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
除
外
に
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
除
外
要
件
を
全

て
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
て
も
除
外
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
政
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
　
11
月
1
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

○
受
付
場
所　
　
環
境
経
済
課 

農
政
振
興
係
（
役
場
２
階
）

○
問
い
合
わ
せ　
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）

　
農
地
法
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
が
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
農
地
中
間
管
理

機
構
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
を
対
象
に
、

固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
協
議
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、
機
構
へ
の
貸
付
け
の
意
思
を
表
明
せ
ず
、

自
ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
等
、
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ

れ
ま
す
。 

○
課
税
強
化　
　
農
地
の
評
価
額
が
1.8
倍
に
な
り
ま
す
。

○
実
施
時
期　
　
令
和
5
年
1
月
1
日
時
点
で
、
勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

○
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）

農
作
業
は
安
全
第
一 

に
！

10
月
１
日
は
、 

浄
化
槽
の
日
で
す
！

農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
の
受
付

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
課
税
強
化
に
つ
い
て

　
　
県
内
で
は
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。と

く
に
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
事
故
に
あ
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
県
で
は
、10
月
を「
農
作
業
安
全
運
動
の
重
点
期
間
」と

し
て
、農
業
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
農
作
業
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
、農
業
機
械
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
作
業
時
は
安
全
に
配
慮
し
た
服
装
と
す
る
。

　
　
　
ほ
場
の
出
入
、あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

　
　
　
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

　
　
　
点
検·

整
備
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

　
　
　
取
扱
説
明
書·

安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

　
　
　
棚·

支
柱·

針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た
せ
る
。

　
　
　
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。 

　
　

少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

「
農
作
業
は
、焦
ら
ず
、急
が
ず
、慎
重
に
！
」を
合
言
葉

に
、農
作
業
の
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、年
1
回
の
法
定
検
査
の
受
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で

す
の
で
、適
切
な
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が
必
要
で
す
。

　
法
定
検
査
は
、日
頃
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が
適
正
に
行
わ
れ
、

浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
検
査
で
、毎
年
1

回
、受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
は
、知
事
が
指
定
し
た
機
関
で
あ
る「（
一
社
）山
梨
県
浄
化

槽
協
会
」ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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○
申
し
込
み
・
手
続
き

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融
機
関
は
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機

関
で
す
。

　

金
融
機
関
窓
口
へ
、預
金
通
帳
、通
帳
の
届

出
印
、納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、口

座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行
え
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役
場
に
お
越
し
の
際
、

お
気
軽
に
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨
信

用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
普
通
預
金

（
総
合
口
座
）の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に

限
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
国

民
健
康
保
険
税
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
決
算
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険
加入世帯 2,356世帯
被保険者 3,648人

令和5年8月末現在

No.129

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は

必
ず
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支

(

令
和
４
年
度
決
算)

国民健康保険の主な収入 国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

　

保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。口
座
振

替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
な
く
、銀
行

等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、
国
保
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
治
療
費
は
第
三
者
（
加
害
者
）
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
保

が
立
替
え
払
い
を
し
て
、
あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側
（
加
害
者
・
保
険
会
社
）
に
費
用
の
請
求
を

し
ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た  

な
ど

◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入している
皆さまから納めていただく国民健康保険税をはじめ、県
からの負担金、一般会計からの繰入金、その他納付金・
返納金等となっています。

繰入金
6.8%

1億2,724万円
保険税
23.2%

4億3,139万円

その他
2.4%

4,471万円

国・県支出金
67.6%

12億5,950万円

18億6,284万円
収入
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　国民健康保険の支出は、国民健康保険に加入している皆さまが病院などに
かかった時の医療費の保険者負担金（本人負担３割の場合は７割、２割の場合
は８割）である保険給付費が主な支出となります。
　また、県へ納める事業費納付金、特定健診、特定保健指導を実施するための
経費、国・県への返還金等となっています。

国民健康保険の主な支出

　

医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
い
く
つ
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
診
察
の
繰
り
返
し
は
、身
体
の

負
担
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、医
療
費
の
無
駄

に
も
な
り
ま
す
。重
複
し
て
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、信
頼
の
お
け

る
主
治
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で
使
わ

れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後

に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の
も
の
と
し
て

製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格

の
お
薬
で
す
。ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
は
、

自
己
負
担
の
軽
減
だ
け
で

な
く
、医
療
費
全
体
の
抑

制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
が
可
能
な
場
合
に
は
積
極
的
に

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
保
険

証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か
か

る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急
性
な
ど
の

外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離
れ
等
）・
骨
折
・

脱
臼
だ
け
で
す
。日
常
的
な
疲
労
か
ら
く
る
肩

こ
り
や
腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

病
気（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・

ヘ
ル
ニ
ア
等
）か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り
、症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。柔
道
整
復
師
に
か
か
る

時
に
は
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
病
院
で
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
加
入
者
相
互
が
保
険
税
を
負
担
し
合
い
、
助
け
合
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
を
支
え
る
大
切
な
財
源
と
な
る
の
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
税
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ま
は
、
医
療
が
必
要
な
時
は
、
少
額
の
負
担
で
医
療
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。　

　

保
険
税
は
納
期
限
を
守
り
、
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※	

国
民
健
康
保
険
税
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。利
用
で
き
る
店
舗
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
、金
額
の
訂
正
が
あ

っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え
て
い

る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

保険給付費
66.8%

12億3,565万円

その他
2.6%

4,817万円

18億5,023万円
支出

事業費納付金
30.6%

5億6,641万円
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昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

  
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、受
給
資

格
と
し
て
10
年（
１
２
０
月
）以
上
の
保
険
料
の
納
付
期
間

が
必
要
で
す
。ま
た
、20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
・
未
加
入
・
免
除
期

間
が
あ
る
方
は
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、受
給
資

格
を
得
た
り
、年
金
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  

任
意
加
入
を
す
る
条
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が

　
４
８
０
月（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、在
留
資
格
が「
特
定
活
動

　
（
医
療
滞
在
や
観
光
等
を
目
的
と
す
る
長
期
滞
在
）」で
滞

　
在
す
る
方
で
は
な
い
方

　

ま
た
こ
の
他
の
条
件
と
し
て
次
の
ア
、イ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
も
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
．年
金
の
受
給
資
格
期
間（
10
年
・
１
２
０
月
）を
満
た
し

て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

イ
．外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

  

加
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

●
納
付
方
法
は
口
座
振
替
で
す

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は「
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、口
座
振
替
が
原
則
と

な
り
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
で
き
ま
せ
ん

　

加
入
月
は
任
意
加
入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
月
と
な
り
、さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

  

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
役
場 

町
民
窓
口
課 

年
金
担
当（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その226国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

60
歳
か
ら
の
「
任
意
加
入
」
で
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

5年間加入したと仮定した場合の保険料納付額と年金増加額は次のとおりです。
（令和４年度の保険料額、年金額で計算しています）

●5年間の保険料納付額（総額） ・・・  995,400 円

●65歳から受け取る年金の増加額
　70歳  ・・・  約　486,000円（　5年間の総額）
　75歳  ・・・  約　972,000円（10年間の総額）
　80歳  ・・・  約1,458,000円（15年間の総額）

年金増加額の例

65歳

5年間の
保険料
納付額

受け取る年金の
増加額（累計）

70歳 75歳 80歳
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【
開
催
日
時
】

　
11
月
24
日（
金
）　
午
前
9
時
～
11
時
45
分　

　
雨
天
の
場
合
は
、11
月
29
日（
水
）の
同
時
刻
に
延
期

【
会
場
・
コ
ー
ス
】　
御
勅
使
南
公
園

　
・
は
り
き
り
コ
ー
ス（
約
3
㎞
）

　
・
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス（
約
2
㎞
）

【
集
合
場
所
】

　
町
総
合
会
館　
玄
関
前　
午
前
8
時
50
分
集
合

　
※
バ
ス
で
会
場
へ
向
か
い
ま
す
。

【
対　
象　
者
】　
町
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
先
着
20
名
ま
で

【
持　
ち　
物
】　
①
マ
ス
ク　
②
帽
子　
③
タ
オ
ル

　
　
　
　
　
　
④
動
き
や
す
い
服
装
や
靴

　
　
　
　
　
　
⑤
飲
み
物（
必
要
な
方
）

　
　
　
　
　
　
⑥
上
着（
必
要
な
方
）

【
参　
加　
費
】　
無
料

【
参
加
申
込
期
間
】

　
10
月
13
日（
金
）
～
11
月
13
日（
月
）

　
※
平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
※
原
則
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ　
の　
他
】

　
当
会
よ
り
お
茶（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本
）を
配
布
し
ま
す
。

　

本
年
も
、厚
生
労
働
大
臣
の
告
示
に
よ
り
、10
月
1

日
か
ら
全
国
一
斉
に「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
募

金
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
活
動
、各
種
教
室
の
開
催
な
ど
、町
内
の
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
・
向
上
の
た
め
、本
年
も
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
共
同
募
金
会　

昭
和
町
分
会

　
昭
和
町
結
婚
相
談
所
を
含
む
５
市
町（
北
杜
市
・
甲
斐
市
・

韮
崎
市
・
中
央
市
結
婚
相
談
所
）主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
。内
容
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

日　
時　
11
月
26
日（
日
）午
後
1
時
～
3
時
半

場　
所　
北
杜
市
須
玉
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
5
2
1
の
17

対
象
者　
20
代
後
半
～
40
代
前
半
の
独
身
男
女
各
30
名

参
加
費　
男
性
6
5
0
0
円　
女
性
1
5
0
0
円

　
　
　
　

主
催
市
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
は
割
引
と
な

　
　
　
　
り
ま
す
。　
男
性
２
５
０
０
円 

女
性
５
０
０
円

申　
込　
運
営
窓
口
の
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
で
、

　
　
　
　

左
記
の
必
要
事
項
を
明
記
し
11
月
12
日（
日
）ま
で

　
　
　
　
に
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

件　
名　
「
峡
中
・
峡
北
地
域
婚
活
」

本　
文　
①
お
名
前　
②
生
年
月
日　
③
お
住
ま
い
の
市
町
村

　
　
　
　
④
携
帯
電
話
番
号　
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
⑥
勤
務
地
の
市
町
村

申
込
先　
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

w
incere2013@

gm
ail.com

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
、申
込
者
全
員
に
抽
選

　
結
果
を
メ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。

※
詳
細
は
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
H
P
ま
た
は
、昭
和
町
結

　
婚
相
談
所
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当　
入
倉
宛

☎
0
9
0

-

4
5
9
7-

9
9
1
5

共同募金配分金事業新規購入備品の紹介

貸出備品用倉庫
地域へ貸出するレクリエーション備品の倉庫です。

災害時に役立つ
ミストファン

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

峡
中
・
峡
北
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ

峡
中
・
峡
北
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ

　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

10月の予定

各事業、事前申し込み制

【ふれあい教室】
  2日（月）　ストレッチ
11日（水）　脳トレ体操
18日（水）　音楽療法
20日（金）　3B体操
30日（月）　リンパ体操

【健康体操教室】
  5日（木）
19日（木）
24日（火）

【55キネマ映画鑑賞会】
26日（木）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、今
年
度
第
2
回
目

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
開
催
し
ま
す
。ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
他
に
、参
加
者
の
交
流
を
深
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
川
野 

久
美
子
（
西
条
二
区
）　

No.228

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
が
高
校
３
年
生
の
時
担
任
だ
っ
た
先

　

私
が
高
校
３
年
生
の
時
担
任
だ
っ
た
先

生
が
、
今
年
の
７
月
に
５
年
の
闘
病
む
な
し

生
が
、
今
年
の
７
月
に
５
年
の
闘
病
む
な
し

くく
7474
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
初
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
名

　

先
生
は
、
初
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
名

簿
を
見
ず
に
生
徒
の
名
前
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で

簿
を
見
ず
に
生
徒
の
名
前
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で

出
席
を
取
り
、
毎
朝
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と

出
席
を
取
り
、
毎
朝
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と

り
の
頑
張
っ
た
こ
と
、
出
来
事
な
ど
を
プ

り
の
頑
張
っ
た
こ
と
、
出
来
事
な
ど
を
プ

リ
ン
ト
に
し
て
配
っ
て
く
れ
た
方
で
し
た
。

リ
ン
ト
に
し
て
配
っ
て
く
れ
た
方
で
し
た
。

個
々
を
尊
重
し
、
生
徒
の
こ
と
で
あ
れ
ば
昼

個
々
を
尊
重
し
、
生
徒
の
こ
と
で
あ
れ
ば
昼

夜
休
日
を
問
わ
ず
駆
け
回
り
、
大
切
に
し
て

夜
休
日
を
問
わ
ず
駆
け
回
り
、
大
切
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
、
と

　

生
徒
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
、
と

て
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
先
生
を
当
時
人

て
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
先
生
を
当
時
人

気
の
芸
人
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
私
た
ち
は

気
の
芸
人
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
私
た
ち
は

「
オ
ク
レ
先
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

「
オ
ク
レ
先
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
担
任
を
し
た
ク
ラ
ス
を
モ
デ
ル

　

先
生
は
、
担
任
を
し
た
ク
ラ
ス
を
モ
デ
ル

に
し
て
本
を
自
費
出
版
し
、
在
職
中
に
大
学

に
し
て
本
を
自
費
出
版
し
、
在
職
中
に
大
学

院
に
通
い
ま
た
も
勉
強
を
し
、
闘
病
中
も
英

院
に
通
い
ま
た
も
勉
強
を
し
、
闘
病
中
も
英

語
教
員
向
け
の
本
を
出
版
す
る
な
ど
、
教
師

語
教
員
向
け
の
本
を
出
版
す
る
な
ど
、
教
師

と
い
う
職
業
を
全
力
で
全
う
し
た
人
生
を

と
い
う
職
業
を
全
力
で
全
う
し
た
人
生
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
独
身
だ
っ
た
先
生
に
友
人
が
結
婚

　

当
時
、
独
身
だ
っ
た
先
生
に
友
人
が
結
婚

し
な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
「
結
婚
す
る
と
生

し
な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
「
結
婚
す
る
と
生

徒
に
集
中
で
き
な
く
な
る
」
と
話
し
て
い
ま

徒
に
集
中
で
き
な
く
な
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
こ
と
で
生
徒
に

し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
こ
と
で
生
徒
に

集
中
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
な
の
か
、
理

集
中
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
な
の
か
、
理

解
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
求
め
る
こ
と
が
難
し
い

解
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
求
め
る
こ
と
が
難
し
い

の
か
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い

の
か
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
概
念
が
な
か
っ
た
当
時
の
時
代
背
景
も
重

う
概
念
が
な
か
っ
た
当
時
の
時
代
背
景
も
重

な
っ
た
の
か
。
先
生
は
、
教
師
と
い
う
仕
事

な
っ
た
の
か
。
先
生
は
、
教
師
と
い
う
仕
事

に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
が
、
一
番
の
自
分
ら

に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
が
、
一
番
の
自
分
ら

し
さ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
さ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
、
個
人
の
考
え
方
の
多
様
性
が
重

多
様
化
、
個
人
の
考
え
方
の
多
様
性
が
重

要
視
さ
れ
る
中
で
、
社
会
と
の
調
和
を
鑑
み

要
視
さ
れ
る
中
で
、
社
会
と
の
調
和
を
鑑
み

な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
活
き
と
輝
け
る
時
代

な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
活
き
と
輝
け
る
時
代

で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

先
生
に
出
逢
え
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
ら
し

　

先
生
に
出
逢
え
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
ま

く
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
ま

し
た
。

し
た
。

こんにちは!愛育会です!No.197
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

10月は「 　乳がん啓発月間 　」です
乳がんは自分で見つけることができるがんです。
毎月、日を決めて行う自己検診と、健康診断などの定期検診を受けましょう。

・対象は年度末年齢が 30 歳以上の方です。
40 歳以上奇数年齢の方は「マンモグラフィ
検査」、30 代の方、40 歳以上偶数年齢の
方は「エコー検査」を受けることができます。

・4 月に申し込みをされた方には、受診券を
お送りしていますので忘れずに受診しま
しょう。

申し込みを忘れていた方は …
委託医療機関で検診を受ける
ことができます。お早めにい
きいき健康課（☎ 275-8785）
へお問い合わせください。

自己検診で確認しよう ！
・毎月、月経終了の 1 週間後くらいに固くて痛みのない小さ

なシコリがあるかどうか自分で触って確かめてみましょう。
・また、お風呂上りに鏡の前でみてみましょう。
　★乳房にしこりやくぼみはありませんか？
　★乳頭や乳輪がただれてはいませんか？
　★左右の乳房の形が非対称ではありませんか？
　★乳頭から分泌物が出ていませんか？

あれ？ 気になるな… と思ったら
早めに乳腺科、乳腺外科などで乳腺専門医の
診察を受け、早期発見につなげましょう。

昭和町の　
乳がん検診は…
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　電話詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面する
ことなく信頼させ、現金等をだまし取る犯罪の総称をいい
ます。

交際あっせん詐欺

　「交際相手を紹介」等と雑誌に掲載したり、メールを送り
つけ、相手の紹介を申し込んできた人に、会員登録料金や
保証金として金銭等をだまし取る（脅し取る）手口です。

相手がこれを言ったら詐欺

　会員登録をすれば、素敵な異性を紹介します。登録料
〇万円を振り込んでください。
→紹介する異性と会えば相手からもお金がもらえます、な

どと言って会員登録料をだまし取る手口もあります。

だまされないためには

・交際あっせんに関する電話や郵便物・メールなどは「詐
欺」を疑う。

・「デートするだけでお金がもらえる」は注意！
・お金を払う前に、家族に相談する（話しづらい場合は、相

談窓口へ）。

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

日
本
人
は
2
人
に
1
人
が
癌が
ん

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
癌

に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
胃
癌
は
男
性
で
は
10
人
に
1

人
、
女
性
は
21
人
に
1
人
が
な
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
腸
癌
、
肺

癌
に
次
い
で
な
り
や
す
い
癌
で
す
。

◇
胃
癌
手
術 

〜
開
腹
、
腹
腔
鏡
、
ロ
ボ
ッ
ト
〜

　

胃
癌
の
治
療
と
い
う
と
手
術
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
胃
癌
の
最
も
効
果
的
な
治
療

は
癌
を
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
胃
癌
は
癌
細
胞
が
粘

膜
と
言
わ
れ
る
内
側
の
層
か
ら
発
生
し
、
だ
ん
だ
ん

根
っ
こ
が
生
え
る
よ
う
に
深
く
入
り
込
み
ま
す
。
さ

ら
に
進
む
と
、
癌
細
胞
が
胃
を
飛
び
出
し
て
周
り
の

リ
ン
パ
節
や
肝
臓
、
肺
な
ど
に
転
移
を
起
こ
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
転
移
の
可
能
性
が
ほ
ぼ
0
％
で
あ
る

極
め
て
浅
い
胃
癌
以
外
は
手
術
の
適
応
と
な
り
ま

す
。
手
術
で
は
、
癌
の
あ
る
部
分
と
転
移
の
可
能
性

が
あ
る
胃
の
周
り
の
リ
ン
パ
節
を
取
り
除
き
ま
す
。

リ
ン
パ
節
は
胃
を
栄
養
す
る
血
管
に
沿
っ
て
数
珠
状

に
連
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
範
囲
を
ま
と
め
て
取

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
リ
ン
パ
節
を
取
る
た
め
に
こ

の
血
管
も
一
緒
に
切
除
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
胃
癌

の
手
術
は
血
管
の
分
布
上
、
出
口
側
3
分
の
2
の
胃

を
取
り
除
く
方
法
と
胃
の
全
部
を
取
り
除
く
方
法
の

2
種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
胃
を
少
し
で
も
多
く
残
す
こ
と
で
手
術
後
の
体
重

減
少
や
貧
血
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
多
く
な

さ
れ
、
胃
の
入
り
口
を
わ
ず
か
で
も
残
す
手
術
や
、

胃
の
入
り
口
の
み
を
切
除
す
る
手
術
を
行
う
施
設
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
術
を
以
前
は
お
腹
を
縦
に
15
～
20

セ
ン
チ
く
ら
い
切
る
開
腹
手
術
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
手
術
後
の
痛
み
や
心
臓
、
肺
な
ど
の

全
身
へ
の
影
響
か
ら
傷
が
小
さ
い
腹
腔
鏡
手
術
が
普

及
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ポ
ー
ト
と
い
う
5
～
12
ミ

リ
の
筒
を
5
つ
く
ら
い
お
腹
に
刺
し
、
そ
の
中
に
カ

メ
ラ
（
腹
腔
鏡
）
や
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
よ
う
な
手

術
器
具
を
入
れ
、
開
腹
手
術
と
同
じ
様
に
胃
や
リ
ン

パ
節
を
取
り
除
き
、
そ
の
後
、
胃
の
つ
な
ぎ
直
し
を

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
か
ら
だ
へ
の
負
担
が
減
り
、

手
術
か
ら
退
院
ま
で
の
期
間
が
短
縮
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
腹
腔
鏡
手
術
で
、
お
腹
の
中
で
自
在
に
曲
が

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
を
手
術
器
具
と
し
て
用
い
る
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
精
緻
な
手
術

が
可
能
と
な
り
、
よ
り
安
全
に
手
術
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
山
梨
県
で
当
院

以
外
に
も
い
く
つ
か
の
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

◇
胃
癌
の
抗
癌
剤
治
療 

〜
ス
テ
ー
ジ
4
胃
癌
へ
の
挑
戦
〜

　

胃
癌
に
対
す
る
抗
癌
剤
治
療
も
進
化
し
て
い
ま

す
。
長
ら
く
胃
癌
の
抗
癌
剤
は
4
種
類
く
ら
い
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
新
薬
が
開

発
さ
れ
、
以
前
は
手
術
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
ス
テ
ー
ジ
4
の
胃
癌
に
対
し
て
も
、
抗
癌
剤
の
効

果
で
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
症
例
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
の
使
い
分
け
や
治
療
は
専
門
施

設
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
日
本
胃
癌
学
会

公
認
の
認
定
施
設
と
い
う
仕
組
み
が
始
ま
り
、
全
国

で
3
0
6
施
設
が
認
定
さ
れ
、
当
院
も
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

◇
最
後
に

　

胃
癌
治
療
は
最
先
端
の
手
術
や
抗
癌
剤
を
駆
使
す
る

こ
と
に
よ
り
、根
治
を
め
ざ
す
べ
く
進
化
し
て
い
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
第
一
外
科 

講
師　
河
口 

賀
彦　

胃い

癌が
ん

の
最
新
治
療

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

電話詐欺の被害防止
　警察では、地域から犯罪をなくし、安全で
安心して暮らせる地域社会をつくるため、

　毎年10月11日から同月20日までの
10日間を「全国地域安全運動」期間

と定め、県や市町村、防犯ボランティア団
体、防犯協会等の関係機関・団体と連携を
図りながら、犯罪の予防活動を展開してい
ます。
　県内では、この期間中、

　〇子どもと女性の犯罪被害防止
　〇電話詐欺の被害防止
に重点をおいた運動を行います。そのほか、
各警察署でも各種キャンペーン・行事を予
定しています。
　地域から犯罪をなくし、安全で安心して
暮らせる地域社会の実現のため、ご協力を
お願いします。

全国地域安全運動の実施
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暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
10
月
29
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

※
令
和
5
年
10
月
よ
り
、
平
日
時
間

外
の
交
付
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
10
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
10
月
15
日
（
日
）

　
 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
10
月
２
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
５
年
12
月
21
日（
木
）

（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12
月

は
第
3
木
曜
日
、
６
月
、
10
月
、

２
月
は
第
3
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
で
配
布

の
入
居
者
募
集
案
内
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

所
在
地　
昭
和
町
上
河
東
５
４
３

募
集
数

　
３
Ｄ
Ｋ
（ 

A　
棟 

）
… 

１
戸

受
付
期
間

　

10
月
２
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

入
居
予
定
日

　
令
和
５
年
12
月
中

応
募
資
格

○
町
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
か
町
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
こ
と

○
３
Ｄ
Ｋ
は
３
人
以
上
の
世
帯
構
成

で
あ
る
こ
と
（
親
族
の
み
）

○
県
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら

れ
る
こ
と
（
所
得
条
件
あ
り
）

そ
の
他

　
申
込
必
要
書
類
の
準
備
に
時
間
が

か
か
る
た
め
、
お
早
め
に
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
公
園
住
宅
管
理
係

（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

　

昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
幅
広
く
剣
道
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
剣
道
の
基
本

を
大
切
に
厳
し
く
も
楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。
剣
道
を

通
し
て
礼
儀
や
仲
間
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
昭
和

剣
道
で
は
新
入
団
員
を
随
時
募
集
中
で
す
。
少
し
で
も
興

味
が
あ
り
ま
し
た
ら
見
学
、
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○稽古日・場所　毎週月曜日　押原小学校 体育館
　　　　　　　　水・金曜日　総合体育館 武道場

○稽古時間　　　午後 6 時 40 分～ 8 時

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

町
営
常
永
団
地
入
居
者
募
集
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

〈 

11
月
の
日
程 

〉

　
６
日
（
月
）
ス
ト
レ
ッ
チ

　
13
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
16
日
（
木
）
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
体
操

　
22
日
（
水
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

　
28
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
マ
ス
ク　
②
飲
み
物

※
16
日
（
木
）
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
体
操
に
ご
参
加
の
場
合

は
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

　
10
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
い
つ

起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
発
災
後
、
町
内
外
か

ら
集
ま
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

入
拠
点
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
復
旧
復
興
を
目
指
し
た

活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
『
昭
和
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
の

設
置
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

日
時

　
11
月
14
日
（
火
）・
22
日
（
水
）

　
　
　
26
日
（
日
）・
28
日
（
火
）

各
日
午
後
7
時
～
午
後
8
時
30
分
頃

ま
で
。
3
日
目
の
み
山
梨
県
地
震
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
た
め
午
前
8
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で

会
場

　

昭
和
町
総
合
会
館 

講
習
室
・
相

談
室
（
押
越
６
１
６
番
地
）
他

講
座
内
容

1
日
目
（
座
学
）

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

2
日
目
（
座
学
） 

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

3
日
目
（
実
技
）

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

　
置
運
営
訓
練

4
日
目
（
座
学
） 

　
図
上
演
習
・
ま
と
め

定
員

　
各
日
50
名
程
度
（
先
着
順
）

対
象

　
町
内
在
住
若
し
く
は
在
勤
者
で
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

（
※
年
齢
不
問
）

持
ち
物　
防
寒
対
策
・
動
き
や
す
い

服
装
・
マ
ス
ク

申
込
方
法

①
氏
名　
②
年
齢　
③
住
所　
④
電

話
番
号
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

発
酵
食
品
で
あ
る
「
み
そ
」
は
、

健
康
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
品
で

す
。
初
め
て
み
そ
作
り
を
す
る
方
も

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
美
味
し
い
み

そ
を
仕
込
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
令
和
５
年
11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所

　

昭
和
町
総
合
会
館 

講
習
室
・
相

談
室　
※
駐
車
場
は
図
書
館
北
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
昭
和
町
に
お
住
ま
い
の
方

定
員　
20
組
（
１
組
２
名
ま
で
）

※
お
一
人
の
参
加
は
中
学
生
以
上
と

し
、
ご
兄
弟
の
み
で
参
加
さ
れ
る

場
合
は
、中
学
生
以
上
と
小
学
５・

６
年
生
の
組
み
合
わ
せ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費

　
１
組
５
０
０
円
（
１
組
４
キ
ロ
の

　
味
噌
と
保
存
容
器
が
１
セ
ッ
ト
）

※
お
釣
り
が
な
い
よ
う
、
当
日
現
金

　
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

講
師

　
五
味
醤
油
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
五
味 

洋
子 

氏

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
手
袋
（
必
要
な
方
）

申
込
期
間

　
10
月
18
日
（
水
）
～
19
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
5
時 

※
電
話
で
の
受
付
の
み
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
他
の
ご
家
族
や
ご
友
人
の
分
な
ど

複
数
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
と
は
、
１・
２

ｍ
の
筒
を
使
っ
て
腹
式
呼
吸
で
的
に

向
か
っ
て
矢
を
飛
ば
す
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
爽
快
さ
、
面

白
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
み
な
が
ら

健
康
に
良
く
、
心
身
共
に
鍛
え
ら
れ

ま
す
。
次
の
と
お
り
練
習
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

①
毎
週
水
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
1
時
間
30
分

②
毎
週
木
曜
日

　
午
後
7
時
30
分
か
ら
1
時
間

場
所　
総
合
体
育
館
（
武
道
場
）

※
用
具
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

昭
和
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
吹
き
矢
部

　
塩
田
（
☎
０
９
０
‐
２
１
６
７
‐

６
０
８
９
）

　
斉
藤
（
☎
０
９
０
‐
３
２
０
４
‐

９
３
８
７
）

　

身
近
な
生
活
の
相
談
に
、
国
や
県

の
担
当
者
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
26
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所

　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館 

大
会
議

室
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
44
）

問
い
合
わ
せ

　
総
務
省 

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
き
く
み
み
山
梨

　
（
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。 INFORMATION CORNER

ふ
れ
あ
い
教
室
の
ご
案
内

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集

み
そ
づ
く
り
教
室
の
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
始
め
ま
せ
ん
か

一
日
合
同
行
政
相
談
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
後
は
会
員
と
し
て
植
木
せ

ん
定
作
業
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
経

験
者
の
方
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容
・
日
時
・
場
所

①
せ
ん
定
方
法
［
座
学
］

10
月
24
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
正
午

甲
斐
市
竜
王
北
部
公
民
館
（
甲
斐

市
篠
原
２
６
１
０
）

②
低
木
の
刈
込
み
［
実
技
］

10
月
24
日
（
火
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

西
八
幡
公
園
（
甲
斐
市
西
八
幡

４
２
６
８
‐
６
）

③
中
木
及
び
松
の
せ
ん
定
［
実
技
］

10
月
25
日
（
水
）・
26
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

西
八
幡
公
園
（
甲
斐
市
西
八
幡

４
２
６
８
‐
６
）

対
象

　
昭
和
町
・
甲
斐
市
・
中
央
市
に
お

住
い
の
60
歳
以
上
の
方（
シ
ル
バ
ー

会
員
以
外
の
方
も
参
加
可
能
）

定
員

　
10
名
（
先
着
順
）

　
※
①
②
③
す
べ
て
参
加
で
き
る
方

参
加
料　
無
料

持
ち
物

　
飲
み
物
、作
業
の
で
き
る
服
装（
地

下
足
袋
、
帽
子
等
）、
せ
ん
定
・

刈
込
ハ
サ
ミ 

等

申
込
受
付　
10
月
６
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
に
て
受
付

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

①
調
理
補
助
講
習

季
節
の
食
材
を
使
っ
た
調
理
の
基

本
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
食
中
毒
な

ど
の
注
意
点
を
学
び
ま
す
。

日
時

　
11
月
21
日
（
火
）・
22
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
甲
府
市
内

定
員　
10
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

申
込
締
切　
10
月
31
日
（
火
）

②
認
知
症
介
助
士
講
習

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
方
へ
の
適
切
な
対
応
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

「
認
知
症
介
助
士
資
格
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
１
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
甲
斐
市
内

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

申
込
締
切　
11
月
１
日
（
水
）

③
介
護
施
設
運
転
講
習

介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
係

わ
る
安
全
運
転
・
介
助
技
術
な
ど

を
学
び
ま
す
。

「
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
」

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
30
日
（
月
）

　
　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
30
分

　
10
月
31
日
（
火
）

　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
湯
村
自
動
車
学
校
（
甲
府
市

塩
部
２
‐
２
‐
15
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

申
込
締
切　
10
月
10
日
（
火
）

対
象
・
要
件
（
①
②
③
共
通
）

　
令
和
５
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望

さ
れ
る
方
（
要
事
前
登
録
）

受
講
料
（
①
②
③
共
通
）

　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債
務

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。INFORMATION CORNER

文
芸
コ
ー
ナ
ー

亡
兄
が
枯
葉
の
よ
う
に
散
り
た
い
と

先
生
頷
き
処
方
箋
書
く

中
澤　

孝
子

夏
休
み
孫
の
お
世
話
で
老
夫
婦

ザ
ク
切
り
ポ
テ
ト
慣
れ
ぬ
オ
ー
ダ
ー

小
林　

康
博

こ
ん
な
に
も
何
気
の
仕
草
母
に
似
て

通
り
硝
子
の
自
分
に
お
ど
ろ
く

河
田
よ
し
恵

今
日
よ
り
明
日
疲
れ
は
積
る

人
生
百
年
ど
う
す
る
私

石
原　

明
子

朝
曇
鮮
や
か
に
咲
く
百
日
紅

今
日
一ひ

と

ひ日
の
元
気
貰
い
つ

田
中　

祥
子

紫
陽
花
の
陰
で
ぽ
つ
ん
と
雨
蛙

田
ん
ぼ
で
仲
間
歌
っ
て
い
る
よ

大
原
優
美
子

太
陽
と
貴
陽
と
皇
寿
と
川
中
島

果
樹
王
国
の
甘
美
な
姫
た
ち

三
橋　

雅
江

憂
き
こ
と
も
嬉
し
き
事
も
入
れ
た
ま
ま

今
朝
も
ゴ
ミ
出
し
ぎ
ゅ
っ
と
結
わ
え
る

松
田　

君
江

短
歌

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

植
木
せ
ん
定
作
業
講
習
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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ス
テ
ー
ジ
で
は
、
演
歌
歌
手
「
丘

み
ど
り
」
と
「
伸
太
郎
」
ス
テ
ー
ジ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸
能

の
披
露
や
、
主
に
中
央
市
内
で
活
動

し
て
い
る
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
み
こ
し
・
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
魚
の

つ
か
み
ど
り
、
特
設
遊
具
等
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
を
多
数
出
店
し

ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
（
中
央
市
乙
黒
１
‐
１
）

問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
産
業
課
）

（
☎
２
７
４
‐
８
５
６
１
）

　
山
梨
県
県
民
生
活
部
統
計
調
査
課

が
監
修
す
る
「
２
０
２
４
年
版
や
ま

な
し
県
民
手
帳
」が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
や
ま
な
し
の
見
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
や

各
種
統
計
デ
ー
タ
、
防
災
情
報
、
や

ま
な
し
の
お
祭
り
や
農
畜
水
産
物
等

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
等

・
価　
格

　
通
常
版 

… 

６
５
０
円
（
税
込
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
版 

… 

　
　
　
　

  

１
１
０
０
円
（
税
込
）

・
サ
イ
ズ 

… 

82
㎜
×
１
４
５
㎜

販
売
日

　
10
月
中
旬
予
定

　
※
書
店
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

★
詳
細
は
山
梨
県
統
計
調
査
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
統
計
調
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.pref.yam
anashi.jp/

toukei/index.html

　

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
不
動
産
の
表
示
登
記
や
土
地
の

境
界
に
関
す
る
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
14
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所

　

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

（
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30
）

そ
の
他　
完
全
予
約
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
２
２
８
‐
１
３
１
１
）

　
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

主
催　
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

日
時　
10
月
27
日
（
金
）

　
　
　
11
月
24
日
（
金
）

　
　
　
午
後
８
時
～
10
時

場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　
町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
在
勤
者

服
装
・
持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履

　
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

参
加
料　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
山
梨
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
今
、
あ
ら

た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る「
感
染
症
」

に
つ
い
て
、
身
近
で
役
立
つ
情
報
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

対
象　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　
無
料

演
題

①
「
感
染
症
に
負
け
な
い
生
き
方
」

　
医
学
部
感
染
症
学
講
座
特
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上 
修

②
「
サ
イ
レ
ン
ト
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　
　
～
薬
剤
耐
性
菌
に
負
け
な
い
た
め
に
～
」

　
医
学
部
感
染
症
学
講
座
特
任
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木 

哲
也

申
込
方
法　
申
込
書
の
郵
送
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま

た
は
参
加
登
録
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
学
務
課
公
開
講
座
担
当

メ
ー
ル

　

kokaikoza@m
l.yam

anashi.ac.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://form
s.offi

ce.com
/

　

r/sSXnqTdbs6

（
☎
２
７
３
‐
７
９
７
２
、

９
３
４
２
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
３
‐
６
７
４
２
）

INFORMATION CORNERINFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

防災一口メモ　災害時に強い味方の補助が始まりました！
　昭和町では、災害発生時の非常用電源の確保のための家庭用ポータブル「発電機」
または「蓄電池」の購入補助金を交付することが決まりました（広報しょうわ 9 月
号参照）。購入補助金には条件がありますので、昭和町役場ホームページや昭和町役
場企画財政課（☎ 275-8154）にお問い合わせください。

女性防災ネット昭和

　8 月は、先月と比較すると全
体の収集量は 5t 減の 351t とな
り、一世帯あたりの収集量で
は先月と同じ 37kg となりまし
た。引き続き Reduce（リデュー
ス＝ごみを出さない）Reuse（リ
ユース＝ごみを再使用する）
Recycle（リサイクル＝ごみを
再利用する）の再確認、生ご
みの水切りやごみの分別を徹
底し、ごみの減量を心がけま
しょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

8月7月6月5月4月3月2月

39

35
37

常永地区(築地新居、飯喰、河西、上河東、上河東二区)

押原地区(押越、河東中島、紙漉阿原)

西条地区(西条一区、西条二区、清水新居、西条新田)

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 8 月分の医療費は、
約 7,629 万 5 千 円（ 前 年
同月比 18.93% の減）です。
　 「はしご受診」「重複受
診」は医療費の無駄遣いに
なるだけでなく、薬の重複
使用等にも繋がり身体に
よくないのでやめましょう。

中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２
０
２
４
年
版

や
ま
な
し
県
民
手
帳

不
動
産
表
示
登
記
の

無
料
相
談
会

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会

★ 購入にあたってのお勧め ★
〇災害時に自宅での避難生活に最低限必要な電源を確保できる出力であること（エアコンやドラ

イヤーなど出力の大きいものは災害時は使用しない）。
〇長期停電に備えてソーラーパネルも購入しておくと、昼間はソーラーで発電しながら使用でき

ます。ソーラーパネルは補助対象ではありませんが、セットになっているものなら対象です。
〇水害時には浸水しない場所への移動が必要なので、持ち運びできる

重さのものが便利です。

山
梨
大
学
公
開
講
座

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」
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あとがき
　

豊
か
に
穂
を
実
ら
せ
頭
を
垂
れ
る
稲
は
金
色
の
絨

毯
の
よ
う
で
す
。
９
月
に
入
っ
て
か
ら
は
各
地
で
稲

刈
り
に
汗
を
流
す
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の

食
卓
に
欠
か
せ
な
い
お
米
は
、
ま
さ
に
秋
の
実
り
の

象
徴
で
す
。
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝

し
な
が
ら
美
味
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

５
年
ぶ
り
と
な
る
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
10
月
８
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
藤
あ
や
子
さ
ん
出
演

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
は
じ
め
、
グ
ル
メ
や

各
種
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
（
関
連
2
～
3
頁
） チャイルドシート

貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　日本人の多くが食物繊維が不足
気味だと言われています。食物繊
維が不足すると便秘になりやす
く、痔や大腸癌、糖尿病などの
生活習慣病のリスクも高くなりま
す。1日に野菜350ｇをとるのは
なかなか大変です。１日のうち1
食の主食を玄米ごはん、麦ごは
ん、胚芽米ごはん、全粒小麦パン
などに置き換えることで、効率的
に食物繊維を摂取できます。
　食推では、さらに詳しいお話を
９～11月に各地区で行うはつら
つ栄養教室（65歳以上対象）で
調理実習を交えながら行う予定で
す。各地区の教室開催日は、地区
の回覧板や地区の食推にご確認く
ださい。

食物繊維 足りてますか？

弟大好きお兄ちゃん！いつもそばにきてお世話してるね！
早く一緒に遊びたい！2人とも元気に育ってね☆

目が離せないお転婆詩ちゃん♡
すくすく大きくなってね♡

令和 5 年 1 月 11 日生（女の子）

（父）健司さん　（母）咲さん（河東中島）

金川 朔
さ く

久  くん・ 倫
り ん

大 くん 藤本 詩
うた

 ちゃん

（父）隼大さん　（母）ひなのさん（清水新居）
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雑穀パンのプディング

レシピ提供
食生活改善推進員会

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
① パンは２㎝角に、バナナは５㎜の輪切りにし

て、プルーンはあらく刻みます。
② ボウルにAを入れ、卵の白身の塊がなくなるくら

いよく混ぜ合わせ、パンを加えて染み込ませます。
③ バナナ、プルーンを加えたら２つに分けてクッ

キングシートで包みます。
④ フライパンに１㎝程水を張り、③を入れ、蓋を

して５分加熱したら完成です。

◆ 材料（１人分）
雑穀パン６枚切り ……… 1.5枚
バナナ …………………… 大１本
ドライプルーン（干しぶどう） …… ２個

オリゴ糖シロップ …… 大さじ１
牛乳 …… 100ml　　卵 …… １個
砂糖 …… 小さじ１
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